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6.ま　　と　　め

川井モデルをトンネル掘削時における斜面の安定問題

に応用した例を取り上げて考察を行った.斜面安定問題

の場合,とり線上に異種の構造物が介在すると計算が難

しいとされていたが.当モデルにより十分評価されたと

考える.また4で陥没による崩壊, 5で複合ヒり面によ

る崩壊と2種類の崩壊ノヾターンが推察されることを示し

た･これらの崩壊パターンは斜面に土被りの浅いトンネ

ルを掘削する場合によく問題にされるものであるが.当

モデルの解析結果を総合的に判断することで.どちらの

パターンに属するかを予想し得ると考える.

川井モデルを斜面安定問題に応用してみると,次の利

点があげられる.

1)有限要素法と比較して.計算時問が短い.また上

り線が明確である.

2)とり線の発達段階を追跡することで.最も危険度

の高いとり線を発見することが可能である.

3 )予想されるとり線の領域内に異種の構造物が介在

しても.それを含めた解析をすることで評価できる.

また補助工法を考慮したい場合でも,補助工法をモ

デル化することにより簡単に評価できる.

4)陥没や複合ヒり面破壊が.とり線図,変位図等を

総合判断することにより推察できる.

一般に斜面の安定を問題にする場合,変形量も崩壊に

至るまでの尺度として問題にされるが,終局的に問題に

なるのは崩壊するか否かであり,その観点からみても極

限解析の立場に立つ川井モデルを応用することは有効で

あると考える.

本計算を行うにあたり,西松建設株式会社　土木設計

部　松野悼也氏から貴重な資料やど意見を賜った･ここ

に記して感謝の意を衰する.

(1981年2月23日受理)
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